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２
月
１
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現
在

●
人
口
 
211,244人

●
世
帯
数
 
83,852戸

田島弥平旧宅物語

世界遺産
富岡製糸場と絹産業遺産群

防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは10ページへ
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3月１日号
2015年（平成27年）No.245

誕生
周
年

伊勢崎市は
平成27年１月１日で
誕生10周年

ジ ュ リ アジ ュ リ ア

表紙写真：境いよく保育所避難訓練
２月10日、境いよく保育所で避難訓練
が行われました。地震発生が告げられる
と、子どもたちはすぐに机の下へ。もし
ものときに慌てず行動できるよう、避難
の手順を確認しました。皆さんの家では、
地震への備えはできていますか。

主な内容
P２－３ 地震への備え
P４ 休日窓口の取り扱い業務を拡大します
P５ 伊勢崎駅南口駅前広場の利用形態が変わります
P14 伊勢崎発のピュアな自然派トマト「Julia-575」

サークル名 琴秋会第35回 殖蓮公民館
　懐かしい曲から現代的な曲まで、いろいろな曲を大正琴で弾
いて楽しむサークルです。初心者でも、基礎から先生の丁寧な
指導を受けられます。デイサービス施設の皆さんからの演奏依
頼や、年に１度のサークル発表会に向け、みんなで和気あいあ
いと活動しています。自分で好きな曲を弾けること、そして心
が癒やされる美しい響きが大正琴の魅力。琴の音色に合わせて
皆さんが一緒に歌ってくれると、とてもうれしいです。

　この職場も長くなり、今ま
でいろいろな仕事をしてきま
した。写真を撮る、文章を書
くことはもちろん。ホームペ
ージのリニューアルやSNSの
立ち上げ、動画の撮影や編集
など、思い返せば普通の公務
員としては役に立たなそうな
スキルばかり…とそんなこと
はありません。
　ほかの部署や事業者と調整
したり、他市の情報を参考に
したりと、ここでしかできな
かった経験がいっぱい。この
経験を生かすも殺すも自分次
第。良かったこと悪かったこ
と、いっぱいあったな～ （か）

第

田
島
弥
平
旧
宅
を
未
来
へ

24
話（
最
終
回
）

　

問い合わせ
●文化財保護課（☎63－3636）
●田島弥平旧宅案内所（☎61－5924）

▲田島弥平晩年の書
弥平が71歳のときの書で、「福
壽海無量」と書いてある。これ
は『観音経』の中の言葉で、観世
音菩薩の功徳（善い行い）は福を
聚めた大きな海のように量に限
りが無い、という意味である。

　
田
島
弥
平
が
生
ま
れ
た
文
政
５

年（
１
８
２
２
年
）に
、
弥
平
の
父

で
あ
る
初
代
弥
兵
衛
は
、
利
根
川

中
州
に
あ
っ
た
前
島
か
ら
現
在
の

田
島
弥
平
旧
宅
の
あ
る
場
所
に
移

り
住
み
ま
し
た
。「
旧
宅
」と
は
、

近
世
・
近
代
に
お
け
る
日
本
の
政

治
・
経
済
や
学
術
・
文
化
な
ど
に

貢
献
し
た
人
物
が
、
一
定
期
間
生

活
し
た
住
宅
の
遺
跡
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
弥
平
は
養
蚕
の
研
究
者
、

指
導
者
、
蚕
種
商
人
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

　
弥
平
は
研
究
者
と
し
て
、
養
蚕

方
法
の
実
証
的
な
研
究
を
行
い
ま

し
た
。
通
風
を
重
視
し
た
蚕
の
飼

育
法「
清
涼
育
」を
大
成
し
、
清
涼

育
に
基
づ
い
た
瓦
ぶ
き
２
階
建
て

で
、
屋
根
の
上
に
換
気
用
の
や
ぐ

ら
を
乗
せ
た
近
代
養
蚕
農
家
の
原

型
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
自

身
の
養
蚕
理
論
を『
養
蚕
新
論
』、

『
続
養
蚕
新
論
』と
し
て
出
版
し
、

清
涼
育
を
全
国
に
広
め
ま
し
た
。

ま
た
指
導
者
と
し
て
は
、
全
国
か

ら
の
養
蚕
伝
習
生
の
受
け
入
れ
や
、

宮
中
養
蚕
の
世
話
役
と
し
て
皇
居

へ
参
上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
蚕
種
商
人
と
し
て
は
、

島
村
勧
業
会
社
の
設
立
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
の
蚕
種
直
輸
出
な
ど
で
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

はた

ま

や  

　
へ
　  

え

さ
ん 

し
ゅ

せ
い 

り
ょ
う 

い
く

じ
き
　
ゆ
　
し
ゅ
つ

き
ゅ
う
ち
ゅ
う

きん  しゅう   かい

　
弥
平
は
生
涯
を
養
蚕
に
尽
く
し
、

養
蚕
長
者
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
島
村
を
は
じ
め
地
域
社
会

の
発
展
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
富

岡
製
糸
場
や
高
山
社
跡
、
荒
船
風

穴
と
と
も
に
、
田
島
弥
平
旧
宅
と

弥
平
の
偉
大
な
業
績
は
、
日
本
の

近
代
化
を
支
え
た
、
世
界
に
誇
る

べ
き
遺
産
で
す
。
こ
の
遺
産
は
、

私
た
ち
伊
勢
崎
市
民
が
後
世
へ
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

大
切
な
宝
物
な
の
で
す
。
　（
完
）

　
田
島
弥
平
旧
宅
に
は
、
こ
こ
で

紹
介
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

そ
の
貴
重
な
資
料
に
つ
い
て
調
査

し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
今

後
ま
と
ま
り
次
第
、
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　　かな?!

　　机の下へ急げ！　　かな?!

　　机の下へ急げ！

ふく

じゅ かい  む りょう

かん のんぎょう かん  ぜ

　おん   ぼ  さつ く   どく

あつ

●活動状況は？
▶月２回程度
●活動場所は？
▶殖蓮公民館
●メンバーは？
▶６人
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家
の
中
で
で
き
る
安
全
対
策
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

　
過
去
の
大
地
震
で
は
、
大
き
な

揺
れ
に
よ
り
多
く
の
人
が
家
具
の

下
敷
き
に
な
っ
た
り
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
で
け
が
を
し
た
り
す
る
な
ど

の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ

避
難
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
倒

れ
た
家
具
が
出
口
を
ふ
さ
ぎ
、
避

難
の
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
て
、
家
の
中
に
安
全
な
空
間

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
大
き
な
家
具
を
固
定
し
転
倒
を

防
ぐ

●
寝
室
の
家
具
の
配
置
を
見
直
す

●
ガ
ラ
ス
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、

窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
シ
ー
ト
を

貼
る

●
割
れ
た
ガ
ラ
ス
で
足
を
け
が
し

な
い
よ
う
、
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
を

用
意
す
る

備
蓄
品
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

　
大
震
災
で
は
、
被
災
地
に
長
期

間
物
資
が
届
か
な
い
状
況
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
水
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
買

い
占
め
が
発
生
し
、
品
不
足
に
な

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
復
旧
ま
で
の
数
日

間
を
乗
り
切
る
た
め
の
備
え
を
、

非
常
時
で
も
取
り
出
し
や
す
い
場

所
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
飲
料
水
や
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
缶

詰
な
ど
の
保
存
食
品
は
、
最
低
で

も
３
日
分
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
１

週
間
分
の
蓄
え
が
あ
る
と
安
心
で

す
。
保
存
食
を
調
理
す
る
の
に
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
も
必
要
で

す
。
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
は
定
期

的
に
動
作
を
確
認
し
、
予
備
の
電

池
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
で

は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が
使
え
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
す
。
こ
れ
ら

が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
の
こ
と
を
想
定
し
て
、
備
蓄
品

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
時
持
ち
出
し
品
を

用
意
し
ま
し
ょ
う

　
い
ざ
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
に
、
気
持
ち
と
時
間
に
余
裕
が

な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
非

常
時
持
ち
出
し
品
は
、
災
害
時
に

慌
て
て
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、

普
段
か
ら
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ

地震への備え地震への備え

への備えへの備え地震発生時の行動パターン
　東日本大震災から４年が経とうとしています。自然災害は人の力
ではなくすことはできませんが、被害は日頃の備えによって減らす
ことができます。いざというときに備えて、家具の固定や備蓄品の
用意など、まずは身の回りから地震対策を始めましょう。
問い合わせ　安心安全課（☎27－2706）

　大きな地震が発生すると、落ち着いて
行動することは難しいものです。いざと
いうときに慌てずに身を守るために、行
動パターンを覚えておきましょう。

う
。「
な
け
れ
ば
困
る
物
」か
ら「
あ

っ
た
ら
便
利
な
物
」の
順
に
準
備

し
、
避
難
の
際
に
両
手
が
使
え
る

よ
う
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め

ま
し
ょ
う
。
重
す
ぎ
な
い
か
一
度

背
負
っ
て
み
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

家
族
の
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う

連
絡
方
法
　
家
族
が
離
れ
離
れ
に

な
っ
て
い
る
と
き
に
地
震
が
発
生

し
た
場
合
の
連
絡
方
法
を
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
と
、
通

信
回
線
の
混
雑
な
ど
で
連
絡
が
取

り
に
く
く
な
り
ま
す
。
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
や
携
帯
電
話
の
災
害

用
伝
言
板
な
ど
の
操
作
手
順
を
確

10分～数時間

●消火・救出活動
　近所の人
と協力して、
消火活動や
救出活動を
する。
●随時、テレビやラジ
オなどで正しい情報
を確認

地震発生から３日ぐらいまで

●壊れた家には入らない
●生活必需品は自己備蓄で賄う
●災害情報・被害情報の収集
　市が発信する情報に注意しましょう。
●引き続き余震に注意
●家屋倒壊の恐れがある場合は避難所で生活する
　避難生活では助け合いの心を忘れずに、市や自
主防災組織の支持に従い、ルールを守り生活しま
しょう。

　１月25日、小此木公民館で災害図上訓練が実
施されました。訓練は地域住民の皆さん、地元消
防団、消防、警察、市職員などが参加し行われま
した。自分たちが住んでいる地域では災害時どう
いうケースが想定されるか、高齢者や体の不自由
な人など避難時に手助けが必要な人はいないかな
ど、災害時の心構えを確認しました。

❶171をダイヤル
❷録音（１をダイヤル）または再生（２をダイ
ヤル）を選ぶ
❸メッセージを残す場合は自宅の電話番号、
メッセージを再生する場合は連絡を取りた
い人の電話番号をダイヤル
❹メッセージの録音・再生

災害図上訓練とは？
　地図の上に透明な
シートを敷き、災害
が発生したと想定し
て、予測される被害
や危険箇所、避難経
路・避難場所、対策
などをシートに書き
込んでいく訓練。

１～２分

●火元を確認し、出火
していたら初期消火
をする

●家族の安全を確認
●ガラスの破片などか
ら足を守るために靴
を履く

●非常時持ち出し品を
用意する

５分～ 10分

●子どもを迎えに行く
　自宅を離れるときは、
行き先を書いたメモを
残しましょう。
●さらに出火防止を
　ガスの元栓を閉め、
電気のブレーカーを切
る（通電火災対策）。

地震発生
●落ち着いて自分の身
を守る
　机の下に隠れるなど、
まずは身を守ることを
第一に。

認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
、
災
害
時
の
連

絡
手
段
と
し
て
有
効
で
す
。

役
割
分
担
　
非
常
時
持
ち
出
し
品

は
誰
が
何
を
持
つ
か
、
火
の
始
末

に
誰
が
責
任
を
持
つ
か
な
ど
、
災

害
時
の
家
族
の
役
割
を
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
　「
伊
勢
崎
市

防
災
マ
ッ
プ
」な
ど
を
参
考
に
、

離
れ
た
場
所
に
い
る
家
族
と
合
流

す
る
た
め
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ベ
ン
チ

な
ど
目
印
に
な
る
も
の
を
、
で
き

る
だ
け
詳
細
に
決
め
て
お
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

※

「
伊
勢
崎
市
防
災
マ
ッ
プ
」は
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各

支
所
）に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
も
で
き
ま
す

災
害
時
に
発
揮
さ
れ
る
地
域
の
力

　
過
去
の
地
震
で
、
家
具
な
ど
の

下
敷
き
に
な
っ
た
人
の
多
く
を
助

け
出
し
た
の
は
、
家
族
や
近
所
の

人
た
ち
で
し
た
。
地
域
の
住
民
が

協
力
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
抑
え
、

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
住
ん
で
い
る
地
域
で
行
わ
れ
る

防
災
訓
練
な
ど
に
は
、
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
防
災
訓
練
以

外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

隣
近
所
の
人
と
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

境小此木で災害
図上訓練を実施

５分

●テレビやラジオなど
で正しい情報を確認

●家屋倒壊の危険など
があれば避難する

避難するときはこんな服装で

軍手や手袋
を着用する

長袖・長ズボ
ン着用。燃え
にくい素材の
ものがよい

靴は底の厚い、
履き慣れたも
のを履く

ヘルメット
（防災頭巾）
をかぶる

非常時持ち出
し品はリュッ
クサックに入
れて背負う

３分

●隣近所の安否を確認
　一人暮らしの高齢者
や災害時要援護者がい
る家には、積極的に声
を掛けて安否を確認し
ましょう。
●余震に注意

お湯や水だけで食べられる
アルファ化米

災害用伝言ダイヤルの使い方

※災害用伝言ダイヤルは、固定電話や公衆電話、災害
時にＮＴＴが設置する特設公衆電話で利用できます

PICK
UP



一
般
車
両
専
用
と
し
て

西
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
利
用
を
開
始

　
伊
勢
崎
駅
周
辺
第
一
土
地
区
画

整
理
事
業
で
は
、
現
在
、
伊
勢
崎

駅
南
口
駅
前
広
場
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
３
月
９
日（
月
）午
前

５
時
か
ら
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て

い
た
駅
南
口
駅
前
広
場
の
西
側
に

開
設
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
の
利
用
を

開
始
し
ま
す
。

　
新
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
一
般

車
両
専
用
と
な
り
ま
す
。
一
般
車

両
の
入
口
が
、
上
記
案
内
図
の
と

お
り
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
西
側
へ

移
動
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
の
ロ
ー
タ
リ
ー（
東
側
）は
、

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
車
両
専
用
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
タ
ク
シ
ー

乗
降
所
は
、
一
時
的
に
西
側
の
一

般
車
両
専
用
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
移

動
し
ま
す
。
利
用
の
際
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
駅
南
口
駅
前
広
場
で
は
、
当
分

の
間
、
雨
よ
け
屋
根
な
ど
の
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
臨
時
に
ロ

ー
タ
リ
ー
の
利
用
形
態
を
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
地

の
誘
導
看
板
な
ど
に
従
っ
て
、
注

意
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
街
地
整
備
課（
☎

  （21）
７
４
９
０
）

伊
勢
崎
駅
南
口
駅
前
広
場
の
利
用
形
態
が
変
わ
り
ま
す

３月22日（日）・29日（日）・４月５日（日）
休日窓口の取り扱い業務を拡大します
　３月22日から４月５日までの日曜日に、市役
所の休日窓口を、下表のとおり取り扱い業務を拡
大して開設します。
期日　３月22日（日）・29日（日）・４月５日（日）
時間　午前９時～午後５時

休日（土・日曜日）の窓口開設
●市民課では、この期日以外の日曜日（午前９時～午後５時）も休
日窓口業務を行っています。また各支所住民福祉課では土曜日
（午前９時～午後０時15分）に、市民サービスセンター宮子・あ
ずまでは土・日曜日（午前10時～午後７時）に、各種証明書の交
付や印鑑登録の手続きができます
●納税課では、この期日以外の土・日曜日（午前９時～午後３時）
も納税相談を行っています

※取り扱える業務が限られています。手続きの内容や必要な書類など、事前に問い合わせてください
※休日窓口業務を行わない課やほかの市町村などに確認が必要な手続きは、受け付けできない場合があります
※現在３番窓口で行っている土・日曜日納税相談は、３月21日（祝）から６番の税証明総合窓口（☎27－2724）に移転します

開設窓口 取り扱う業務 問い合わせ

市
役
所
本
館
１
階

市民課
（１・２・８番窓口）

住民票の写し、戸籍の証明などの交付、
印鑑登録および証明書の交付 ☎27－2727

転入、転出、転居など住民異動に関する届け出 ☎27－2729

出生、死亡、婚姻など戸籍に関する届け出の預かり ☎27－2726

パスポートの交付 ☎27－2728

国民健康保険課
（３番窓口）

国民健康保険に関する手続き
（資格の取得・喪失・変更の届け出、給付の申請）

●資格＝☎27－2735
●課税＝☎27－2736
●給付＝☎27－2737

年金医療課
（４番窓口）

後期高齢者医療に関する手続き
（資格の取得・変更の届け出など） ☎27－2739

子どもの医療費など福祉医療の手続き
（資格の取得・変更の届け出など） ☎27－2740

国民年金の手続き（資格の取得・変更の届け出など） ☎27－2741

納税課
（６番窓口） 納税相談 ☎27－2723

臨時開設

臨時開設

こんなとき 届け出の区分 必要な物
●廃車（処分）する
●市外へ転出する
●市外の人に譲る
●下取りに出す

廃　　車
ナンバープレート
登録者の印鑑
標識交付証明書

市内の人に譲る 名義変更

新しい登録者の印鑑
標識交付証明書
譲渡証明書（旧登録者の押印が
あるもの）

車種区分 廃車や登録変更などの届け出先
原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車

市民税課
☎27－2715

二輪の軽自動車
（125ccを超え250cc以下）

群馬県自動車整備振興会（前橋市）
☎027－261－0274

二輪の小型自動車
（250ccを超えるもの）

関東運輸局群馬運輸支局（前橋市）
☎050－5540－2021

三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会群馬事務所（前橋市）
☎050－3816－3109

原動機付自転車・小型特殊自動車 こんなときは届け出を

軽自動車、バイクなどの登録変更の届け出先

※普通自動車にかかる税金は県税です。税の仕組みや支払いなどについての詳細は
伊勢崎行政県税事務所（☎24－4350）に、届け出については関東運輸局群馬運輸支
局（☎050-5540-2021）に、それぞれ問い合わせてください

車道

歩道

緑地

北口

南口

東武伊勢崎駅

JR伊勢崎駅

駅前交番

須田歯科
医院

美原診療所
親玉商店

自
由
通
路

N

工
事
中
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現在の入口

北口

南口 東武伊勢崎駅

JR伊勢崎駅
自
由
通
路

工
事
中

工
事
中

案内標示に従って
通行してください

現在の
ロータリー
※３月９日
以降はバス
など専用と
なります

詳細図 案内図

新たな入口

３月９日以降
新たなロータリー
（一般車両用）

タクシー
乗降所

約100m

N

市
営
羽
黒
住
宅
　
棟
の
入
居
者
を
募
集

入
居
申
し
込
み
の
受
け
付
け

　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
を
用
意
す

る
期
間
を
考
慮
し
て
、
余
裕
を
持

っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
３
月
16
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

抽
選
会
の
実
施

　
申
し
込
み
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
場
合
は
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

期
日
　
３
月
22
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
10
分
開
始

会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
１
会

議
室

　
２
月
に
新
築
工
事
が
完
了
し
た
市
営
羽
黒
住
宅
Ⅰ
棟
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
住
宅
課
で
入
居
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　問
い
合
わ
せ
　
住
宅
課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の
登
録
変
更
は

３
月
31
日（
火
）ま
で
に

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
・
二
輪
の
小
型
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
の
登
録
者
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
住
所
を
変
更
し
た
と
き
や
、
軽

自
動
車
な
ど
を
廃
車
・
売
却
・
下

取
り
な
ど
で
手
放
し
た
と
き
は
、

３
月
31
日（
火
）ま
で
に
必
ず
登
録

変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
と
、
既
に
軽

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
く

て
も
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
３

月
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課（
☎
（27）

２
７
１
５
）

対象世帯の説明
●子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、
または婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の
合計が70歳以下の世帯

●母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年４月
２日以降に生まれた母と未成年の子どもだけの
世帯

●高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれ
た人で２人以上の世帯（子どもがいる場合は18
歳未満に限ります）

●障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯
●一般世帯＝中堅所得者世帯（収入月額が15万
8,000円から48万7,000円までの世帯）に該当
しない、２人以上の世帯

子育て世帯または母子世帯
高齢者世帯または障害者世帯
一般世帯

６戸
１戸
１戸

市営羽黒住宅　棟 募集対象世帯
対象世帯 募集戸数



協定書を交わす
上武大学渋谷朋子理事長（左）と五十嵐市長

市役所などに設置してある投書箱

整備された
東毛広域幹線道路

不用な衣類は
資源保管庫へ

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
提
案
な
ど

皆
さ
ん
の「
声
」を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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固
定
資
産
税 

閲
覧
・
縦
覧
で
き
ま
す

課
税
内
容
の
確
認
を

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
う
ち
、

納
税
義
務
者
本
人
が
所
有
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
、
課
税
の
内
容

を
確
認
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
５
月
上
旬
に
発
送
予
定

の
納
税
通
知
書
に
も
課
税
台
帳
と

同
じ
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

対
象
　
納
税
義
務
者
、
納
税
義
務

者
と
同
世
帯
の
親
族
、
納
税
管
理

人
、
納
税
義
務
者
か
ら
委
任
を
受

け
た
人
、
借
地
・
借
家
人

手
数
料
　
無
料

※
借
地
・
借
家
人
は
土
地
１
筆
３

０
０
円
で
１
筆
増
え
る
ご
と
に
50

円
加
算
、
家
屋
１
棟
３
０
０
円
で

１
棟
増
え
る
ご
と
に
50
円
加
算
さ

れ
ま
す

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
】

　
土
地
の
納
税
者
は
土
地
、
家
屋

の
納
税
者
は
家
屋
に
つ
い
て
、
縦

覧
帳
簿
で
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
償
却
資
産
は
対
象
外
で
す

対
象
　
納
税
者
、
納
税
者
と
同
世

帯
の
親
族
、
納
税
管
理
人
、
納
税

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
人

手
数
料
　
無
料

　
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

い
ず
れ
も

期
間
　
４
月
１
日（
水
）か
ら
６
月

１
日（
月
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場
　
資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

用
意
す
る
物
　
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）、
委
任
を
受
け
た
人
は

委
任
状
、
借
地
・
借
家
人
は
賃
貸

借
契
約
書
な
ど
有
償
の
権
利
関
係

を
示
す
書
類

平
成
　
年
度
用
路
線
価
、
標
準

宅
地
の
位
置
・
価
格
の
閲
覧

期
間
　
４
月
１
日（
水
）か
ら

会
場
　
資
産
税
課
・
各
支
所
納
税

推
進
室

手
数
料
　
無
料

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
。
平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
と
土

地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
資
産
税
課（
☎
（27）
２
７
１
９
）

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
・

ご
提
案
を「
市
民
の
声
」と
し
て
受
け
付
け
、
市
政
運
営
の
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
身
近
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
市
の
事
業
へ
の
提
案
な
ど
、
皆
さ
ん

が
市
政
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
広
報
課（
☎
（27）
２
７
１
１
）

　
本
市
と
上
武
大
学
は
、
審
議
会

な
ど
へ
の
委
員
の
推
薦
や
講
演
会

な
ど
へ
の
講
師
の
派
遣
、
伊
勢
崎

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
駅
伝
部
の

参
加
な
ど
、
多
く
の
連
携
を
図
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
連
携
に
加

え
て
、
教
育
、
健
康
、
福
祉
、
文

化
、
地
域
産
業
、
国
際
交
流
な
ど

の
分
野
に
お
い
て
連
携
協
力
を
推

進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の

発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
２
月
６
日
、「
伊

勢
崎
市
と
上
武
大
学
と
の
連
携
協

力
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
企
画
調
整
課（
☎
  （27）

２
７
０
７
）

受
給
資
格
は
３
月
　
日（
火
）ま

で
。
ほ
か
の
福
祉
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
ひ
と

り
親
家
庭
の
福
祉
医
療
に
該
当
し

て
い
る
人
で
、
受
給
資
格
の
有
効

期
限
が
３
月
31
日
ま
で
の
人
は
、

そ
の
後
の
医
療
費
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
左
記
の
資
格
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す
れ
ば

４
月
以
降
も
福
祉
医
療
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

給
資
格
の
認
定
は
、
必
要
書
類
の

確
認
が
で
き
た
日
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
受
給
資
格
者
証
の
有
効
期

間
が
切
れ
る
前
で
も
、
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
の
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

適
正
な
受
診
に
ご
協
力
を

　
福
祉
医
療
に
該
当
す
る
人
の
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
医
療
機
関

で
の
窓
口
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
医
療
制
度
で
掛
か
っ
た
そ
の

医
療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
重
な
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
、
必
要
の
な

い
受
診
は
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

【
受
診
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
入
院
す
る
な
ど
、
高
額
な
医
療

を
受
け
る
場
合
は
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
で「
限
度
額
適
用
認

定
証
」を
取
得
す
る

●
学
校
で
の
活
動
中
の
け
が
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災

害
共
済
給
付
金
を
申
請
す
る

●
子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た

と
き
は
、
小
児
救
急
電
話
相
談（
☎

＃
８
０
０
０
）を
活
用
す
る

問
い
合
わ
せ
　
年
金
医
療
課（
☎

  （27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福

祉
課

中
学
３
年
生
の
子
ど
も
・
子
ど
も
が
18
歳
を
迎
え
た
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

福
祉
医
療
の
受
給
資
格
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
の「
声
」を
基
に

よ
り
良
い
伊
勢
崎
市
へ

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
市

民
の
声
」は
、
内
容
に
応
じ
て
担

当
部
署
に
送
付
し
ま
す
。
回
答
を

希
望
す
る
人
に
は
、
市
の
見
解
や

そ
の
後
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、

文
書
や
メ
ー
ル
な
ど
で
回
答
し
て

い
ま
す
。
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市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共

有
す
る
た
め
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
・
ご
提
案
と
そ
れ
に
対
す
る
市

の
回
答
の
一
部
を
、
本
紙
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
本
人
や
関
係
者
の
住
所
、

氏
名
な
ど
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情

報
は
公
開
し
ま
せ
ん
。

 

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

「
市
民
の
声
」

　「
市
民
の
声
」と
し
て
平
成
26
年

中
に
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
・
ご
提
案
と
、
そ
の
回
答
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

※
文
章
は
要
約
・
編
集
し
て
い
ま

す■
東
毛
広
域
幹
線
道
路
周
辺
の
公

園
住
宅
地
帯
化

　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
か
ら
の
景

観
は
素
晴
ら
し
い
の
で
、
道
に
沿

っ
て
幅
の
あ
る
緑
地
帯
を
造
る
、

低
木
だ
け
植
え
る
な
ど
、
そ
の
周

辺
を
公
園
住
宅
地
帯
に
指
定
し
て
、

遠
く
の
山
並
み
が
見
え
る
美
観
を

維
持
し
て
ほ
し
い
で
す
。

▼
回
答

　
こ
の
道
路
の
周
辺
地
区
は
、
自

然
環
境
や
農
業
環
境
な
ど
を
保
全

す
る
た
め
に
、
開
発
を
抑
制
す
る

市
街
化
調
整
区
域
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
将
来
、
市
街
化
区

域
に
編
入
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

上
武
大
学
と
の
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

ん
。
伊
勢
崎
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
中
で
も
、
山
々
の
眺

望
景
観
と
調
和
し
た
田
園
景
観
を

保
全
す
る
区
域
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
景
観

が
維
持
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
古
着
回
収

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
古
着
の
回

収
が
始
ま
り
ま
し
た
。
途
上
国
援

助
な
ど
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
古
紙
回
収
の
た
め
、
各

支
所
や
各
公
民
館
に
物
置
が
設
置

さ
れ
、
回
収
日
を
問
わ
ず
古
紙
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
古
着

も
こ
の
物
置
に
出
せ
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。

▼
回
答

　
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
資
源
物
を

出
せ
る
よ
う
、
各
支
所
や
各
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
に
設
置
し
て

い
る
物
置（
資
源
保
管
庫
）で
も
衣

類
の
回
収
が
で
き
る
よ
う
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
資
源
保
管
庫

で
回
収
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ら
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
報
告

　
平
成
26
年
６
月
か
ら
、
各
支
所

や
各
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
資

源
保
管
庫
で
も
、
衣
類
の
回
収
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

　
昨
今
の
生
活
実
態
に
合
わ
せ
、

小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
は
全
て
洋

式
に
改
修
し
て
ほ
し
い
で
す
。

▼
回
答

　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
は
、
市
の
重
点
政
策
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、「
汚
い
・
臭
い
・
暗
い
」

と
い
う
３
Ｋ
の
改
善
を
図
り
、
快

適
な
学
校
施
設
と
し
て
整
備
し
て

い
ま
す
。

　
一
般
家
庭
で
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
が
進
む
中
、
学
校
の
ト
イ
レ
も

便
器
の
洋
式
化
を
最
優
先
に
、
床

の
乾
式
化
、
広
い
手
洗
い
場
や
ト

イ
レ
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
ま
で
に
、
全

て
の
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
を
行
う
計
画
で
す
。

▼
報
告

　
平
成
26
年
度
は
、
市
内
９
小
学

校
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
が
終
了
し

ま
し
た
。 27

●身体障害者手帳の１級または２級
●障害年金の１級（相当）
●特別児童扶養手当の１級または２級
●療育手帳の判定A
●18歳未満の子どもを扶養している母子・
父子家庭など
※18歳の誕生日以後の最初の３月31日
（４月１日生まれは18歳の誕生日前日）
までの子どもを含みます
●自立支援医療費（精神通院）の受給者

福祉医療の資格要件

　名前・住所・電話番号、メールアドレス・
件名（メールフォームからの場合）を記入し
て、次のいずれかの方法でご意見・ご提案
をお寄せください。
●郵送（封書やはがき）で、〒372-8501
（住所不要）　市役所広報課「市民の声」係
●ファクス（　 23－9800）
●市役所・各支所・各公民館に設置してあ
る投書箱

●市ホームページ内、「市長の部屋」から「市
民の声」メールフォーム
※メールアドレスが誤っていると返信で
きませんので、注意してください

あなたの「声」をお寄せください

FAX



景観まちづくり賞表彰式・景観まちづくり講演会
景観を生かしたまちづくりに貢献

青少年健全育成大会
心豊かな青少年を表彰

高校生就職ガイダンス
将来について考えました

「上野国佐位郡正倉跡」国史跡指定記念事業
国史跡指定をきっかけに地域の歴史にふれました

市民ボランティアフェスティバル
ボランティアの輪を広げよう

建築物デザイン部門で表彰を受ける
おない内科クリニック建築主の小内亨さん

ステージ発表は多くの人で
にぎわいました

バザーで楽しくお買い物 イラストに色を塗って下敷きを作りました

エプロンシアターを楽しみました

働くことについて高校生に語りかける木村勉さん
青少年善行表彰を受ける殖蓮第二小学校の
丸山真歩さん（手前）と西野目海帆さん（奥）

とおる

景観の大切さについて語る
栗原昭矩さん

受賞した建築物・まちづくり
活動を紹介するパネル展示

おない内科クリニック
診療所・多目的棟

小谷野工業倉庫

群馬県農業技術センター

小泉コスモス組合が
管理するコスモス畑

田島達行さんが
維持管理する養蚕農家建物

地域学習の成果を発表する殖蓮小学校の６年生
遺跡の概要を紹介した
パネル展示

「上野国佐位郡正倉跡」について
解説する前沢和之さん

か   ほ

　２月３日、市役所で高校２年生を対象とした「就職ガ
イダンス」が行われました。
　社会人講師の（株）パイロットコーポレーション伊勢崎
工場長の木村勉さんとの交流会では、高校生たちは就職
に関する疑問を積極的に質問し、木村さんから仕事に対
する心構えなどを学びました。

　２月７日、赤堀芸術文化プラザで「青少年健全育成大
会」が開催されました。日頃から地域や学校での活動に
積極的に参加するなど、善い行いをした青少年（小・中
学生、高校生ほか）153人の個人・団体と、青少年健全
育成などに関する絵画・ポスター入賞者（小・中学生）９
人が、表彰を受けました。

　上植木本町で見つかった古代の役所の倉庫跡「上野国佐位郡正倉跡」が平成
26年10月に国史跡に指定されたことを記念する式典が、１月31日、市役所
で行われました。式典後には館林市史編纂センターの前沢和之さんと、東京
大学大学院教授の佐藤信さんが、「上野国佐位郡正倉跡」について講演をしま
した。また殖蓮小学校の６年生が、「上野国佐位郡正倉跡」をはじめとする地
域に残された史跡についての学習の成果を発表しました。式典には多くの人
が訪れ、かつて本市にあった古代の建物に思いをはせました。

　１月29日、本市の良好な景観の形成に貢献した市民・
事業者などを表彰する「景観まちづくり賞」の表彰式と、「景
観まちづくり講演会」が、境総合文化センターで行われま
した。
　表彰式では、建築物デザイン部門で小谷野工業倉庫、お
ない内科クリニック診療所・多目的棟、群馬県農業技術セ
ンターの３つの建物が、まちづくり活動部門で田島達行さ
ん、小泉コスモス組合が表彰され、記念品が贈られました。
　講演会では、いせさき街並み研究会代表の栗原昭矩さん
が、市内に残る歴史的な景観を写真で紹介しながら、歴史
的な景観が持つ魅力と可能性について語りました。

　２月１日、絣の郷を会場に「市民ボランティアフェスティバル」が開催されま
した。市内で活動する43団体が参加し、日頃のボランティア活動についての
紹介やステージ発表など、さまざまな催しが行われました。
　子ども活動では、親子で楽しくふれあえるリズム遊びやエプロンシアターな
どが行われ、多くの家族連れでにぎわいました。そのほかにもバザーで買い物
を楽しんだり、茶道や機織り体験などの文化体験をしたりと、大人から子ども
まで多くの人が訪れ、フェスティバルは盛況のうちに幕を閉じました。

くり ばら あき のり

こ う ず け の く に      さ       い     ぐん   しょう   そう    あと

へん さん

つとむ

たつ ゆき

まこと

広報いせさき９ ８2015年（平成27年）3月1日号
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お
知
ら
せ

講
座

募
集

　
浴
室
設
備
の
老
朽
化
の
た
め
、

３
月
30
日（
月
）を
も
っ
て
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
別
館
の
浴
室
の
利
用

を
廃
止
し
ま
す
。
４
月
１
日（
水
）

以
降
は
、
本
館
の
浴
室
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
・
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
利
用
者
の
た
め
、
巡
回
型

バ
ス
と
し
て
運
行
し
て
い
る
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
バ
ス
の
運
行
方
法
を
、

４
月
１
日（
水
）か
ら
利
用
者
の
希

望
に
応
じ
て
運
行
す
る
予
約
型
に

変
更
し
ま
す
。
利
用
の
際
は
、
乗

り
た
い
停
留
所
や
時
間
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
利
用
方
法

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

運
行
期
日
・
地
区

●
月
曜
日
＝
豊
受
地
区

●
水
曜
日
＝
北
・
三
郷
地
区
、
南
・

茂
呂
地
区

●
木
曜
日
＝
殖
蓮
地
区

●
金
曜
日
＝
宮
郷
地
区
、
名
和
地

区

時
間
　
午
前
９
時
〜
10
時（
停
留

所
か
ら
施
設
へ
）、
午
後
３
時
・

３
時
15
分（
施
設
か
ら
停
留
所
へ
）

申
し
込
み
　
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
に
電
話
で
高
齢
福

祉
課
へ

※

利
用
希
望
日
の
１
週
間
前
か
ら

前
日
の
正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す

　
本
年
度
の
雇
用
調
整
助
成
金
の

申
請
は
、
３
月
31
日（
火
）ま
で
で

す
。
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
事
業

所
は
、
商
工
労
働
課
に
申
請
書
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
商
工
労
働
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

対
象
　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金（
休

業
）の
支
給
決
定
を
受
け
た
市
内

の
事
業
者

　
３
月
31
日（
火
）か
ら
、
公
共
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
が
広
が

り
ま
す
。
対
象
区
域
を
示
し
た
地

図
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

期
間
　
３
月
９
日（
月
）か
ら
30
日

（
月
）ま
で

※

土･

日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

会
場
　
下
水
道
整
備
課

対
象
区
域
　
上
植
木
本
町
、
上
諏

訪
町
、
日
乃
出
町
、
昭
和
町
、
下

植
木
町
、
粕
川
町
、
南
千
木
町
、

美
茂
呂
町
、
茂
呂
南
町
、
新
栄
町
、

連
取
元
町
、
連
取
町
、
韮
塚
町
、

今
井
町
、
山
王
町
、
中
町
、
長
沼

町
、
下
蓮
町
、
飯
島
町
、
西
久
保

町
一
丁
目
、
西
久
保
町
二
丁
目
、

西
久
保
町
三
丁
目
、
市
場
町
一
丁

目
、
上
田
町
、
境
米
岡
の
そ
れ
ぞ

れ
一
部
の
区
域

期
日
　
３
月
17
日（
火
）

時
間
　
午
後
２
時
開
始

会
場
　
市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

定
員
　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ　
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の
発
生

な
ど
を
市
消
防
団
員
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。
消
防

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
機
器
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、
３
月
10
日（
火
）か
ら

機
器
の
入
れ
替
え
工
事
を
行
い
ま

す
。
工
事
完
了
ま
で
の
間
、
サ
イ

レ
ン
の
吹
鳴
を
一
時
中
止
し
ま
す
。

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課 

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

商
工
労
働
課（
☎
（27）
２
７
５
５
）

雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
を

期
日
　
３
月
18
日（
水
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場
　
茂
呂
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
50
歳
以
上
の
人

定
員
　
15
人（
先
着
順
）

内
容
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
用
の
２
本
の
ス
ト
ッ
ク
を
使

っ
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く

体
を
動
か
し
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
３
月
10
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へ期
日
　
３
月
19
日（
木
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場
　
境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象
　
市
内
に
在
住
の
１
歳
未
満

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
12
組（
抽
選
）

内
容
　
植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
て
赤

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎
（70）
２
４
１
５
）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

ち
ゃ
ん
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
、
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
り
ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
３
月
12
日（
木
）午
前

10
時
か
ら
11
時
ま
で
に
直
接
境
児

童
館
ど
ん
ぐ
り
へ

期
日
　
４
月
９
日
・
16
日
・
23
日

の
木
曜
日（
全
３
回
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
赤
堀
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
２
カ
月
以

上
８
カ
月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の

母
親

※

以
前
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

定
員
　
15
組（
先
着
順
）

内
容
　
植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
た
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
手
遊
び
歌
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す

参
加
料
　
７
５
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み
　
３
月
12
日（
木
）午
前

10
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
赤
堀

公
民
館
へ

期
日
　
３
月
23
日（
月
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象
　
市
内
に
在
住
の
人

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
３
月
９
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
あ
ず
ま
公
民

館
へ

　
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
通
学
路
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間
　
４
月
１
日（
水
）以
後

登
録
し
た
日
か
ら
平
成
28
年
３
月

31
日（
木
）ま
で

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
で
、
防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル

に
継
続
的
に
参
加
で
き
る
個
人
・

団
体

内
容
　
散
歩
や
子
ど
も
の
送
迎
な

ど
の
際
に
、
市
か
ら
貸
与
さ
れ
た

腕
章
を
着
用
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
行
い
ま
す
。
活
動
時
間
や
方

法
な
ど
は
自
由
で
す
。
市
や
防
犯

委
員
が
地
域
の
防
犯
活
動
へ
の
参

加
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。
加
入
料
は
市
が
負
担
し
ま

す申
し
込
み
　
電
話
で
安
心
安
全
課

へ 消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
を

一
時
中
止
し
ま
す

消
防
本
部
総
務
課（
☎
（25）
３
５
１
１
）

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

別
館
浴
室
の
利
用
を
廃
止

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
バ
ス
の
利
用
は

予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す

高
齢
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
２
）

公
共
下
水
道 

供
用
開
始
区
域
の

縦
覧下水

道
整
備
課（
☎
（27）
２
７
７
７
）

親
子
で
楽
し
む

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

防
犯
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
協
力
員
を

募
集安

心
安
全
課（
☎
（27）
２
７
０
６
）

足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

は
じ
め
て
の

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ダ
ン
ス
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706）

　３月中に境公民館の事務室を境支所会議用庁舎か
ら移転します。開館は４月１日（水）を予定していま
す。研修室、会議室、和室、料理実習室、工作実習
室など、地域の生涯学習活動の拠点として、また人
の集う憩いの場として、広く活用してください。
問い合わせ　生涯学習課（☎27－2793）

境公民館が完成しました

市民ホール ランチタイムコンサート市民ホール ランチタイムコンサート

　小暮初枝さん（本町二区）が厚生労働大臣から委

嘱され、民生委員・児童委員に就任しました。

問い合わせ　社会福祉課（☎27－2748）

民生委員・児童委員を紹介します

　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ラン
チタイムコンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできま
す
期日　３月18日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　現代筝曲
入場料　無料
問い合わせ　行政課（☎27－2702）

案内図
N

社会体育館
入口

境公民館

境体育館

境武道館

境消防署境支所

境保健センター

会議用庁舎

境支所入口

移転

そう きょく

102015年（平成27年）3月1日号11 広報いせさき

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

■火災情報案内（24 時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

情報掲示板



催
し

ス
ポ
ー
ツ

市
民
の
善
意

期
日
　
５
月
23
日（
土
）

時
間
　
午
前
６
時
40
分
市
役
所
集

合
・
出
発

※

午
後
10
時
帰
着
予
定

対
象
　
市
内
に
在
住
の
母
子
・
父

子
家
庭
の
高
校
生
以
下
の
子
ど
も

と
そ
の
親

定
員
　
１
４
０
人（
抽
選
）

参
加
料

●
母
親
・
父
親
＝
７
０
０
０
円

※

市
母
子
会
員
で
な
い
人
は
９
０

０
０
円

●
中
学
生
・
高
校
生
＝
６
０
０
０

円●
４
歳
以
上
小
学
生
以
下
＝
５
０

０
０
円

●
３
歳
以
下
＝
１
０
０
０
円

※

バ
ス
代
・
入
場
料
・
保
険
料
を

含
み
ま
す

申
し
込
み
　
往
復
は
が
き
の
往
信

用
通
信
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏
名

と
生
年
月
日
を
、
返
信
用
宛
名
面

に
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
市
母

子
会
事
務
局
へ

※

１
家
族
１
枚
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

宛
先
　
〒
３
７
９
ー
２
２
３
４
　

東
小
保
方
町
３
２
４
３
ー
２
　
社

会
福
祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所
内
、

市
母
子
会
事
務
局

締
切
日
　
３
月
27
日（
金
）

※

当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
　
児
童
家
庭
課
ま
た

は
市
母
子
会
事
務
局（
社
会
福
祉

協
議
会
あ
ず
ま
支
所
内
、
☎
（20）
２

６
６
６
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
群
馬

県
連
合
会
伊
勢
崎
地
域
協
議
会
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
円

♥
匿
名
か
ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
カ

ッ
プ
麺
24
個

♥
高
橋
由
起
さ
ん（
新
栄
町
）か
ら

伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
ケ
ー
キ
・
ジ
ュ

ー
ス
な
ど

♥
伊
勢
崎
友
の
会
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
３
万
円

♥
杉
原
俊
夫
さ
ん（
曲
輪
町
）か
ら

教
育
振
興
費
と
し
て
１
０
０
万
円

♥
東
京
パ
ー
ツ
工
業
㈱
社
員
一
同

か
ら
交
通
遺
児
基
金
へ
16
万
７
４

６
６
円

♥
伏
見
サ
タ
さ
ん（
千
葉
県
船
橋
市
）

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
５
万
円

♥
㈱
石
の
ゴ
ダ
イ
か
ら
あ
ず
ま
南

小
学
校
へ
一
輪
車
10
台
・
竹
馬
10

対
・
書
籍
11
冊

期
日
　
４
月
12
日（
日
）

時
間
　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場
　
市
民
体
育
館

対
象
　
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
に

登
録
し
た
チ
ー
ム

種
別
　
女
子
９
人
制

参
加
料
　

●
大
会
参
加
料
＝
３
０
０
０
円

●
協
会
登
録
料
＝
５
０
０
０
円

※

代
表
者
会
議
の
と
き
に
支
払
っ

て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
　
３
月
30
日（
月
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

【
代
表
者
会
議
】

　
参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、
代

表
者
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
４
月
３
日（
金
）

時
間
　
午
後
７
時
30
分
開
始

会
場
　
市
役
所
東
館
５
階
第
４
会

議
室

期
日
　
４
月
５
日（
日
）

時
間
　
午
前
６
時
市
役
所
集
合
・

出
発

※

午
後
７
時
帰
着
予
定

行
き
先
　
身
延
山
、
久
遠
寺（
山

梨
県
）

市
母
子
会
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
旅
行

児
童
家
庭
課（
☎
（27）
２
７
９
８
）

対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
で
、
３

時
間
程
度
歩
け
る
人

定
員
　
45
人（
先
着
順
）

参
加
料
　
５
０
０
０
円（
バ
ス
代
、

保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
　
３
月
９
日（
月
）か
ら

16
日（
月
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ
　
市
ハ
イ
キ
ン
グ
協

会（
☎
（32）
４
０
０
５
・
富
沢
）

　
認
知
症
は
、
特
別
な
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
認
知
症
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
住
み

慣
れ
た
家
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
も
、
正
し
い
知
識
と

理
解
、
支
え
合
う
気
持
ち
が
大
切

で
す
。

期
日
　
３
月
19
日（
木
）

時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

会
場
　
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
21

定
員
　
１
５
０
人（
先
着
順
）

演
題
　
認
知
症
を
知
り
住
み
慣
れ

た
家
で
暮
ら
そ
う

講
師
　
大
沢
誠
さ
ん（
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
）

参
加
料
　
無
料

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

春
蘭
展

申
し
込
み
　
３
月
10
日（
火
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ

期
日
　
３
月
29
日（
日
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
境
赤
レ
ン

ガ
倉
庫
出
発

※

午
後
４
時
30
分
解
散
予
定

対
象
　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
親

定
員
　
15
組
30
人（
先
着
順
）

内
容
　
絹
産
業
で
栄
え
た
歴
史
が

色
濃
く
刻
ま
れ
て
い
る
境
町
駅
周

辺
や
、
町
中
に
点
在
す
る
歴
史
資

産
巡
り
と
、
境
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い

ま
す

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
３
月
９
日（
月
）か
ら

い
せ
さ
き
街
並
み
研
究
会
事
務
局

（
☎
（24）
１
０
１
８
）へ

期
日
　
３
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
北
公
民
館

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　
伊
勢
崎
市
蘭
蕙
愛

好
会（
☎
（24）
０
９
０
２
・
吉
沢
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

春
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

◆群馬中央バス杯争奪戦
3/17・18・19・20

3/11・12・13・14・15
◆川口オート場外発売
　GⅠ開設63周年記念グランプリレース

3/21・22・23・24・25
◆山陽オート場外発売
　特別GⅠプレミアムカップオートレース

売上金は機械工業の振興・社会福祉の
増進などに広く役立てられています
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●３月21日（祝）
●３月22日（日）

高岸設備工業
後藤設備

☎25－7278
☎50－7581

●３月28日（土）
●３月29日（日）

丸新設備工業
三和設備工業

☎25－0554
☎62－0102

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495－22－2151）
●境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048－574－6661）

休日の漏水などの連絡先
竜宮浄水場（☎24－1760）または下記の
水道指定工事店へ連絡してください。

ホワイトデーイベント
期日　３月14日（土）
時間　午前９時～午後５時
●カップルで観覧車を利用した人に、お得なクーポン券を
差し上げます

●午前11時と午後２時から観覧車を利用した人、それぞ
れ先着100人にプレゼントを差し上げます

　※天候により変更になる場合があります

華蔵寺公園遊園地
☎25－4478　http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

　市では、脳卒中などで在宅療養中の人の生きがいづ
くりや社会参加を支援するため、いきいき教室を開催
しています。参加者を随時募集していますので、気軽
に問い合わせてください。
開催日　水曜日
　※月に２回程度の開催で、参加期間は原則として１
年間です
時間　午後１時～３時30分
会場　ふくしプラザ
対象　市内に在住で、脳卒中などで在宅療養中のおお
むね40歳から64歳までの人
内容　血圧測定、歌、体操、軽スポーツ、言語レクリ
エーション、作業活動など
参加料　無料
申し込み・問い合わせ　電話で各保健センター
●健康管理センター（☎23－6675）
●赤堀保健福祉センター（☎20－2210）
●あずま保健センター（☎62－9918）
●境保健センター（☎74－1363）
　※送迎を希望する場合は問い合わせてください

いきいき教室
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　４月１日（水）移転予定の、新しい赤堀中学校の
校舎の内覧会を行います。ぜひお越しください。
期日　３月14日（土）
時間　午後２時～４時
会場　下図のとおり
　※上履きを持ってきてください
問い合わせ　教育施設課（☎27－2795）

新赤堀中学校内覧会

案内図 駐車場

完成イメージ

新赤堀中学校

コンビニ

コンビニ

曲沢町

国定町2丁目

市場町1丁目

西久保町一丁目 西久保（東）

赤堀支所
赤堀小学校 現赤堀中学校

駐車場 駐輪場

校　舎体育館
内覧会入口

グラウンド

赤堀
消防署

NN

赤堀
消防署

神社
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★欧風料理レストラン JIN（八幡町74-1／☎26－7342）
★Café suave（茂呂町二丁目2890-1 ／☎40－5226）
★創作料理すわ（田部井町一丁目858-1 ／☎63－6526）

「Julia-575」をはじめ、地場産食材を使った今回のフェア限定の創作トマ
ト・リゾットを提供します。フェア期間中、「Juliaのトマト・リゾット」
を注文した人を対象にアンケートを行います。アンケートに協力してくれ
た人の中から、抽選で20人に「贈答用Julia-575・パッケージ８」（８個詰め）
をプレゼントします。

★luce cafe（上諏訪町2111-1／☎61－6710）
★竹林酒菜 座忘（今泉町一丁目28-2 ／☎26－3603）

地産地消推進の店 フェア 協力店一覧

TOPICS 「伊勢崎市『農＆食』戦略会議」ブランド化事業　短期連載③（全３回）

伊勢崎発のピュアな自然派トマト Julia-575
Juliaのトマト・リゾット フェア開催

ジ　ュ　リ　ア

　「甘いだけのトマトは、トマトなのか」という疑問から始まった伊勢崎
発の「真のトマト」作り。甘味・酸味・うま味の調和の取れた「真のトマト」
を目指して誕生したのが、「Julia-575」です。

問い合わせ　農政課（☎27－2757）

３月７日（土）から22（日）まで
の16日間、「地産地消推進の店」
参加店の協力で、「Juliaのトマ
ト・リゾット」フェアを開催

トマトの真価とは何か
　「伊勢崎市『農＆食』戦略会議」
（会員50人）では、伊勢崎産農畜
産物の知名度アップと消費拡大に
向けて、地場産品目のブランド化
やＰＲ活動に取り組んでいます。
　同会議のトマト研究部会がこだ
わったのは、「トマトの真のおい
しさとは何か」ということ。全国
各地のブランドトマトを取り寄せ
て食べ比べ、議論を重ねてきまし
た。そして、単に甘いだけではな
く、甘味・酸味・うま味の調和の

取れたトマトこそ、原産地・南米
アンデス高原育ちのような味わい
を持つ「真のトマト」ではないかと
いう結論に至り、栽培改良に向け
た試行錯誤が始まりました。

トマト本来のおいしさを求めて
「Julia-575」が誕生
　甘味はもちろん、ほどよい酸味
とうま味を持ち、その調和により
生まれるトマト本来のおいしさ。
トマト研究部会では、その最適な
糖度を「5.75度」と定めました。

「Julia」と名付けたのは、純真で
素直な愛を貫いた『ロミオとジュ
リエット』のヒロインのように育
ってほしいという願いからでした。

「Julia-575」販売予定
　「Julia-575」（直径60～65mm、
２個入り）を、記念価格（税込340
円を300円）で販売します。
期間　３月７日（土）から22日（日）まで
会場　JA農産物直売所「からか～
ぜ」（田中町）、食のGALLERY
すわ（西小保方町）

Juliaはこの時季としてはすごく
良くできたトマトで、市販されて
いるトマトと比べると、とてもお
いしいトマトだと思います。農家
さんがすごく努力したんだな、と
いうのが第一印象です。癖がなく、
料理との相性もいいです。加熱し
ても良し、生で食べても良し。中
もしっかり詰まっていて、料理を
作りやすいトマトです。

こだわりは、甘みと酸味とうま味。
香りも大事にしたいので、水やり
を調整しながら作っています。比
較的、酸味は少なめですが、甘い
だけではありません。ゼリーの部
分や柔らかい果肉などの食味も味
わってほしいです。今回はトマト・
リゾットフェアということですが、
ご家庭では生食でもぜひ味わって
いただきたいです。

トマト農家
町田 智哉 さん
（馬見塚町）

欧風料理レストラン JIN
オーナーシェフ
大塚 政芳 さん

まさ  よし

とも    や

「Juliaのトマト・リゾット」フェア  ３月７日（土）から22日（日）まで

ギャラリー
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